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	応用
	抗原情報
	背景
	このイントロンレス遺伝子によってコードされるタンパク質はbZIP型転写因子であり、特定のプロモーターおよびエンハンサーにホモ二量体として結合することができます。また、関連タンパク質であるCEBP-betaおよびCEBP-gammaとヘテロ二量体を形成することもできます。コードされているタンパク質はプロモーターに結合し、体重の恒常性維持に重要な役割を果たすタンパク質であるレプチンをコードする遺伝子の発現を調節することが示されています。また、コードされているタンパク質はCDK2およびCDK4と相互作用し、これらのキナーゼを阻害することで、培養細胞において増殖停止を引き起こすことができます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	CEBPAマウスmAbを用いたTHP-1(1)細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	CEBPA マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。

